
検査を受けられた方の次の費用を助成します（※1）。

　初診料（再診料）　　　ウイルス疾患指導料　　　血液検査（※2）　　　腹部超音波検査
※1 助成対象とならない費用を除外して算定するため、申請額と支給額が異なる場合があります。
※2 血液検査は助成対象とならない項目があります。

広島県では、県、市町又は職域で実施した肝炎ウイルス検査、妊婦健診の肝炎ウイルス検査、手術前
の肝炎ウイルス検査で陽性と判定された方を対象に、医療機関で精密検査を受けた際の医療費の自己
負担分を助成しています。

　次のいずれかの肝炎ウイルス検査で、Ｂ型または
　Ｃ型肝炎ウイルス陽性と判定された。
　・県又は市町の検査（特定感染症検査等事業、
　　健康増進事業）
　・職域で実施する検査　・妊婦健診の検査
　・手術前に行う検査

次のすべてを満たす方が対象です。
　広島県に住民票がある。
　医療保険の被保険者などである。
　広島県肝疾患患者フォローアップシステムへ
　の登録に同意している。

陽性と判定された結果通知日から１年以内 の申請が必要です。
　※妊婦健診、手術前検査については、特段の事情がある場合は１年以内でなくても
　　請求できることがあります。




